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令和７年１０月門川町定例教育委員会会議録（概要版） 

 

１ 日  時  令和７年１０月３０日（木） 午前９時００分～午前１０時１７分 

２ 場 所  教育長室 

３ 出席委員  金子文雄教育長、新名章教育長職務代理者、金丸眞委員、山倉照子委員、 

        池田千絵委員 

４ 事 務 局  椿原教育課長、川越教育課課長補佐 

５ 議  案  議案第 14 号 門川町スポーツ推進委員の委嘱について 

６ そ の 他  ・教育委員会１１月の行事予定について 

・１１月定例会の日程について 

７ 会議の概要 

（１）開会（午前９時００分） 

 

（２）会議録の承認 

   教育長から９月定例教育委員会の会議録の承認が諮られ、承認された。 

 

（３）教育長あいさつ 

    この時期は行事が続き、各委員に出席いただく機会が多くなっているが、お忙しい中参加

いただき大変ありがたく思う。 

先日は小学校の運動会があり、子供たちが一生懸命取り組む様子を見ることができた。行

事を通して子供たちが役割を持ったり、緊張感を持って競技に参加したりしながら経験を重

ねていくことは非常に大事だと感じた。今後も行事が続くが、委員の皆様のご協力をお願い

したい。 

 

（４）教育長報告 

・１０月業務報告 

    １日 管理職・事務局試験対策研修 

    ２日 マネジメント訪問（門川小学校・門川中学校） 

       教育事務所長ヒアリング 

    ６日 町採用１年目職員との座談会 

     ９日 長期財政計画ヒアリング 

    １６日 教育委員辞令交付式 

        教育振興基本計画第１回策定委員会 

        学校安全連絡協議会 

    １７日 定例課長会 

    １８日 ラジオ深夜便のつどい 

    １９日 町内小学校運動会 

２１日 ＧＩＧＡスクール構想推進協議会（オンライン） 

２２日 学校支援訪問（門川中学校） 
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２４日 校務支援システム協議会総会（オンライン） 

    定例地区会長会 

２７日 数学研究大会関係者あいさつ 

２９日 定例校長会 

３０日 定例教育委員会 

３１日 町職員採用試験 

 

・１０月校長会の報告 

金子教育長が校長会資料に沿って報告 

① 「学び」の基盤は学級経営から 

② 教育委員会事務局から 〇門川町子ども読書活動推進計画（第四次）の策定 

             〇ＵＳＢメモリ持ち出しの禁止 

             〇学校評価の報告及び働き方改革に関する評価項目の設定 

③ 教育振興基本計画について 策定委員会の実施、学校支援訪問の実施 

④ 本町の教育の充実について 小・中一貫教育の推進、１０年後の教育を見据えた取組 

⑤ 学力向上について 学力向上プロジェクト委員会の取組 

⑥ 人材育成・人事異動について 人事異動を通じたキャリアアップ、リーダーの育成 

⑦ 働き方改革について 「日本の教員の仕事時間 世界最長」、給特法等の改正通知 

 ⑧ 生徒指導について 〇一枚岩の生徒指導体制の確立 

            〇いじめ・不登校対策委員会の充実 

            〇アンガーマネジメント 

            〇薬物乱用、他校・地域とのつながり 

 ⑨ コンプライアンスに関する指導について  

 ⑩ いきいきまちフェスティバル in 門川・総合文化祭作品展について 

 ⑪ 読書感想文コンクール表彰式及び発表会について 

 

（５）議事 

  ・議案第 14 号 門川町スポーツ推進委員の委嘱について 

岩佐社会教育係主事が資料に沿って説明 

    新任委員１名の委嘱についてスポーツ基本法第３２条及び門川町スポーツ推進委員に関

する規則第４条の規定に基づき教育委員会に諮るものである。現在は１０名の定員に対し

６名の委員が活動している。新任委員の委嘱期間は令和７年１１月１日から令和９年３月

３１日までとしたい。 

  〇新名章委員 

    現在の委員も含め、委員がどのようなスポーツの普及に取り組んでいるのか教えていた

だきたい。 

  ●岩佐社会教育係主事 

    現委員はバレーボールやソフトボールに取り組んでいる委員が多い。今回は見識を広げ

る意味でも、その他のスポーツに携わる新任委員を委嘱したいと考えている。 
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  〇新名章委員 

    生涯スポーツということであれば、幅広いスポーツの普及活動ができる方がよい。 

  ●岩佐社会教育係主事 

    今は、ボッチャやラダーゲッターなど、体の不自由な方でも一緒に楽しめるニュースポ

ーツの普及活動も行っている。 

  ●金子教育長 

    スポーツ推進委員は特定のスポーツを普及するというよりも体力測定など町内のスポー

ツ活動を支援する活動を行っている。 

  〇金丸眞委員 

    町広報等に掲載されているスポーツ団体等に声をかけるとスポーツの偏りなく委員を確

保することができるのではないかと思う。そういう情報も活用してみてはどうか。 

  〇山倉照子委員 

    いろんな種目の委員がいると、委員自身もより向上していくことができ、町が言う「誰

でもできるニュースポーツ」の普及につながると思う。 

  ●金子教育長 

特定種目の推進ということではないが、日頃からスポーツに興味を持って指導に携わっ

ている方も含めて広い視野で選定できるとよいと思う。今回の委嘱について承認いただけ

るか。 

   〇委員   はい。 

 

（６）その他 

・教育委員会１１月の行事予定について 

    川越教育課課長補佐が資料に沿って説明 

・１１月定例会の日程について 

    １１月２５日（火）午前９時から 

 

〇新名章委員 

     本町の１０年後の教育を見据えた「小・中一貫教育の推進」について、小・中一貫校にす

るという考えがあるのか確認したい。 

   ●金子教育長 

     小・中一貫校や義務教育学校等が増えてきたが、それぞれの地域によって導入しやすい

所とそうでない所がある。本町で考えた場合、登校距離や地域の協力体制はどうなるか等、

メリット・デメリットを考えて進めなければならない。いろいろな小学校でそれぞれの教

育が実施され、中学校では１校に集まって新たな出会いがあることで子供たちの成長があ

るのではないかという考えがある。一方で、小・中一貫の実績が上がっていることや本町

の教育効果の現状に課題があることを考えると、小・中学校の９年間、あるいは保育園か

ら連続性を持った教育を長期的に進める必要がある。今後も小・中一貫の考えは不可欠だ

と思うので、そのノウハウを調査・研究することでより良い教育が展開できることを期待

している。 
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   〇新名章委員 

     すべての先生方にその思いが伝わり、先生方が覚悟を持って取り組めるようになると必

ず学力は上がってくる。自分の学級の土台をしっかり作ることから始まり、それが小学校

の６年間と中学校の３年間、ずっと同じ目線でつながると必ず学力は上がると思うので、

そのような先生が増えていくことが本町全体の学力向上につながるのではないかと思う。 

   ●金子教育長 

     リーダーである校長先生が方向性を示して学校経営を進めていただきたい思っている。

町内足並みを揃えた取組である学力向上プロジェクト委員会が３年目を迎え、また教育振

興基本計画も改訂されることから、次年度はリセットしたプロジェクト委員会から新たな

提案が出てくることを期待している。 

 

（７） 閉会（午前１０時１７分） 

 


